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副腎皮質機能の静脈麻酔時間に及ぼす影響に関する研究
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第1章　 緒 言な らびに文 献

麻酔に対する反応性は,い ろいろの因 子によつて

異ることが,諸 家1) 2)により報告 されている.

W. B. Cannon3)のhomeostasis説 の出現により

副腎皮質の役割は重要であることが認められ,今 日

外科的侵襲を加 うるにあたり,副 腎皮質機能がその

予後の決定に極めて大きな座を占めている4) 5)こ と

は衆知の事実である.

麻酔を施行する場合にも同様のことが想像 される.

すなわち第2編 に おいて, Thorn-testに よる副腎

機能不全と思われるものでは,麻 酔時間は延長 して

いることを知つた.そ こで本編においては実験的に

副腎皮質の萎縮,亢 進,庇 護の状態を作り,こ れ ら

の家兎についてThorn-test及 び麻酔時間の測定を

おこない,両 者の関係を検討してみた.

Jackson6)が 初めて,副 腎重量は青春期に達する

と雌性副腎は雄性副腎を凌駕することを指摘 した.

哺乳動物の副腎については,大 体雌性副腎は雄性副

腎より大きいといわれている.し かして副腎重量の

変動は,皮 質機能の最 も明確な指標となるもので,

これは各細胞の肥大や増殖の程度に由来するのみな

らず,血 液,水 分等の増加 も考え られ,副 腎重量の

増加は一般に機能亢進状態をあらわし,一 方副腎重

量の減少は機能低下を示すとされている.

以上の事実より,雌 性は雄性より副腎皮質機能が

亢進しているものと考えられ,雄 性では睾丸除去に

より移行層は消失し,雌 性では卵巣別出により出現

する7) 8) 9).さ らにestrogen抗 与に よつて移行層は

雄性からも消失 し, androgen投 与 によつて雌性に

も出現する.こ れらの実験より,移 行層の出現,消

朱は副腎皮質機能と密接な関連を有するものと想像

される.

そ こで私 は静脈麻酔 における麻酔時間が副腎皮質

機能異常 によつてどのよ うに影響を うけ るか を知 ろ

うとして,家 兎で副腎皮質機能低下,亢 進,副 腎庇

護の状態 を作 り実験をお こない,さ らに麻酔後 に副

腎皮質異常 の状態を組織化学的 に検討 した.

第2章　 実 験 方 法

第1節　 副腎皮 質機能不全群

第1項　 Scheroson連 続 注 射 後 中止 した

君羊10) 11) 12)

Scheroson 12.5mg(0.5cc)を1日 に3回, 8時

間 毎に筋肉注射 をおこない5日 間続 けてか ら注射を

中止 し,中 止 してか ら3日 目の家兎群 につ きThon-

testを お こない, 12時 間 後ACTHの 影 響が消失す

るのを まつて麻酔 を行つた.

第2項　 1側 の副腎別 出群13)

1%塩 酸 プ ロカイ ンの局所麻酔下に左側副腎別 出

をおこなつてか ら,5時 間 を経た家兎群 につ いて同

じ くThon-testと 麻 酔を行 つた.

第3項　 両側の副腎別 出群14) 15)

局所 麻酔下に,両 側 副腎別 出後, 5時 間 を経た家

兎群.

第2節　 副腎皮 質機能 亢進及び庇護群

第1項　 ACTH連 続注 射群10) 12)

ACTH 10mg(1cc)を1日 に3回, 8時 間毎 に

筋肉注射 し5日 間連続 した家兎群.

第2項　 インシ ュリン+5%葡 萄糖注射群の

インシュリン1単 位を皮 下注 射 し,同 時 に5%葡

萄 糖40ccを5目 間静脈注 射 した家兎群.
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第3節　 性ホルモン注射群

第1項　 androgen注 射 群16) 17)

ボル トン(Testosterone Propinate)5mg(0.5cc)

を3回 筋肉注射 してか ら2日 を経た家兎群.

第2項　 estrogen注 射群9)

フェ ミノン(安 息香酸 エス トラジオール)0.2mg

(1cc)を3回 筋肉注射 して か ら2日 を 経 た 家 兎

群.

以 上の家兎群について,好 酸球減 少率 と麻 酔時 間

を測定 し,同 時に組織化学像をズダ ンⅢ染色にて検

した.

第4節　 実験対照

本実験 は.個 体差 もあるのでど うして も同一家兎

につ いて対照をと らねばな らない.そ のためSchero

aon及 びACTH注 射 群では,注 射開 始2週 間前に,

蒸 溜水の筋 肉注射を5日 間お こなつてその ときの成

績 を実験対照 とした.

イ ンシュ リン注 射群 では,注 射開 始2週 間前に,

 5%葡 萄 糖のみを40cc, 5日 間 静脈注 射 し,そ の

ときの成績 を実験対照 と した.

性 ホルモ ン注射群では,注 射開 始2週 間前に,蒸

溜水の筋肉注射を3日 間おこなつたときの成績 を実

験対照 とした.

1側 の副腎別出群では,ま ず1%塩 酸 プ ロカイン

の局所麻酔下 に開腹 し, 1側 副腎別出に要す る時間

と同じ程度 の15分 間,空 気にさ らして腹腔 を閉じる.

5時 間後にThorn-testを お こなつて ,そ の12時 間

後に麻酔時間を測定 して対照と し,そ の2週 間後に

左側副腎別出を おこなつた ものにつ き本実験 をおこ

な う.両 側の副腎別出群では,局 所麻酔下に開腹 し,

両側の副腎別 出に要する時間 と同じ程度の30分 間,

空 気に さらして腹腔を閉 じ る. 5時 間 後にThorn-

testを お こなつて,そ の12時 間後 に麻酔 時間 を測定

して対照 とし,そ の2週 間後に両側副腎別出をおこ

なつた ものに対 し,本 実験をお こな う.

以 上の各群について,い ずれ も対照実験 の2週 間

後に,本 実験を おこなつ た.

使 用動物 は第1編,第2編 と同 じく白色雄性家兎

であ る.

第3章　 実 験 成 績

第1節　 副腎皮質機 能不 全群

第1項　 Scheroson連 続 注 射後 中止 した群

Scheroson連 続 注射後 中止 した群の成績 を示せば

表1の ごと くでThorn-teatの 値 は著明に減 少 し,

麻酔時間は明らかに延長し,著 しいものでは3倍 に

も及ぶ時間を示した.副 腎重量も正常に比し著明な

減少を示した.

表1　 Scheroson連 続 注射後 中止 した

群の好酸球減少率,麻 酔時 間な

らびに副腎重量

組織化学的には,球 状帯では リポイ ド顆粒が全層

にわたり増加し,粗 大顆粒が出現しており,そ の直

下には厚い移行層が存在 し,束 状帯では粗大顆粒が

蓄積 した像を示し,萎 縮像を呈している(図1).

図1　 Scheroson連 続 注射群で移行層が存在 し

萎縮像を示す.

倍率80

第2項　 1側 の副腎別出群

1側 副腎別出群 の成績 を示せば表2の ごとくで

Thorn-teatの 値は,明 らかに減少し,麻 酔時間は

著しく延長 し4倍 近い時間を示 した.

第3項　 両側の副腎別出群

両側の副腎別出をおこない,皮 質ホルモンを与え

ずに放置すると, 24～96時 間で死亡する.

この場合の成績を示せば表3の ごとくで,好 酸球

減少率は零が圧倒的に多 く,好 酸球の増加さえみら
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れるものがある.麻 酔時間は7倍 近 くも延長してい

るものがあるが,要 するに著しい延長をみた.

表2　 1側 の副腎別出群の好酸球減少

率及び麻酔時間

表3　 両側の副腎別出群の好酸球減少

率及び麻酔時問

第2節　 副腎皮質機能亢進及び庇護群

第1項　 ACTH連 続注射群

ACTHを 連続注射した群 の成 績を示せば表4の

ごとくである.

すなわち好酸球減少率は大となり,麻 酔時間は明

らかに短縮 し,副 腎重量は増加 している.

組織化学的には,リ ポイ ド顆粒は束状帯では著明

に微細化し,か つ減少を示したが,球 状帯には著変

を認めなかつた.移 行層は不明瞭となつていた,一

方,網 状帯ではリポイ ド顆粒はほとんど消失してい

る(図2).

表4　 ACTH連 続注射群の好酸球減少率

及び麻酔時間ならびに副腎重量

図2　 ACTH連 続 注 射群で,束 状帯 の リポイ

ド顆 粒が減少 し,移 行層は不明瞭 となつ

ている.

表5　 イソシュリンと5%糖 注射群の

好酸球減少率及び麻酔時間なら

びに副腎重量

第2項　 インシュリン+5%葡 萄糖注射群

インシュリン+5%葡 萄糖注射群の成績を示せば

表5の ごと くで あ る.す なわ ち好 酸球減少率は

ACTHの 場合よりもさらに著明となり,麻 酔 時間
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は極度に短縮する,

5%葡 萄糖のみの注射群で も,前 者ほど著明では

ないが,好 酸球減少率は大となり麻酔時間 も幾分短

縮する.

副腎重量は,イ ンシュリン投与時には幾分増加す

る.

組織化学的には,球 状帯は一般に巾が広 く,ズ ダ

ン顆粒が多 く,束 状帯は微細顆粒がかなり存在する

けれども,移 行層 も出現 している(図3).

図3　 インシュ リン,葡 萄糖群で,束 状帯は微

細顆粒がかな り存在 し,移 行 層が 出現す

る.

第3節　 性 ホルモ ン注射群

第1項　 androgen注 射 群

androgen注 射 群の成績 を 示 せ ば表6の ごと くで,

好酸球減少率 は減 少し,麻 酔時間は延長 してい る.

副腎重量 はandrogen注 射 により明 らかに減少す

る.

表6　 androgen注 射 家兎群の好 酸球減少

率及び麻酔 時間な らびに副腎重量

組織化学的には,束 状帯には,リ ポイ ド顆粒の減

少がみられ,と ころどころに粗大顆粒が認め られる.

移行層の無 リポイ ド層は出現しているが,こ の部の

細胞内の リポイ ド顆粒は微細である(図4).

図4　 束状帯にはリポイド顆粒の減少がみられ,

ところどころに粗大顆粒が認められ,移

行層は出現してはいるが顆粒は微細であ

る.

第2項　 estrogen注 射 群

estrogen注 射 群の成績を示せ ば表7の ごと くで,

好 酸球減少率 は大 とな り,麻 酔時間は著明 に短縮す

る.

副 腎重量 は著明な増大を示す.

表7　 estrogen注 射家兎群の好酸球減少

率及び麻酔時間ならびに副腎重量

組織化学的には,球 状帯にやや微細化したリポイ

ド顆粒が認あられるが,束 状帯及び網状帯には,リ

ポイ ド顆粒はほとんど消失しており,移 行層は認め

られない(図5).

図5　 estrogen注 射群 で,束 状 帯 に は リポイ

ド顆粒はほ とん ど消失 して,移 行層は認

められ ない.
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第4章　 総 括 な らび に 考 按

ホルモン投与をおこなう際,す べてのホルモン製

剤,と くに非脳下垂体性ホルモンは,脳 下垂体に作

用しその刺激ホルモンの産生分泌を抑え,該 下位内

分泌腺に抑制的に作用する.す なわちコーチゾン投

与によりACTH副 腎皮質ホルモンの分泌抑制をお

こす.よ つて投与 したコーチゾンの作用が消失する

と,副 腎皮質が抑制されている状態となる.

1側 の副腎別出後,時 間的余裕を与えると必然的

に残存副腎の代償作用があらわれて くるので,可 急

的すみやかに実験を しなければ1側 のみの副腎別出

による状態を逸するおそれがある.そ こで私は局所

麻酔下に副腎偏側剔出後5時 間の家兎を使用 して,

 1側 副腎則出家兎群とした.

以上の副腎皮質機能不全家兎群においては好酸球

減少率は著明に減少し,と くに両側副腎別出家兎群

では零となり,一 方麻酔時間はいずれも延長した.

このことは臨床的に副腎皮質機能不全群では麻酔時

間が延長することを意味する.

副腎重量の変動は,皮 質機能を最 もよく反映する

ものであるが, Scheroeon注 射後中止群では,明 ら

かに副腎重量は減 少 しており,組 織化学像18)に お

いても厚い移行層が存在 し,束 状帯に粗大顆粒が蓄

積した像があり,明 らかに萎縮像を呈 していた.

生体に外的刺激が加わると,下 垂体ACTHの 分

泌が亢進する結果,副 腎重量の増大を来す他に,副

腎皮質機能亢進像を惹起する.従 つてス トレスによ

つておこる副腎皮質の分泌亢進像は,す べてACTH

によつて惹起される変化と同一性格のものであると

考えられる.そ れ故,実 験的に副腎皮質機能亢進状

態を惹起せ しめ るためには, ACTH投 与による観

察が最 もよい方法 と思 われる.す なわち, ACTH

投与により,副 腎皮質機能は亢進するのだが,こ こ

に投与量についていささか問題がある.内 分泌機能

が正常である場合には,小 量のホルモン剤を投与 し

ても,こ のホルモンが脳下垂体の前葉に作用して,

刺激ホルモンの産生分泌を抑えるので,結 果的には

全く効果の出な い場 合が生 じる.そ こで私は3kg

に足 らない家兎 に,や や大 量と思われるACTH

10mg×3を5日 間連続注 射 した.こ の群は明らか

に機能亢進像を呈し,移 行層は不明瞭となり,束 状

帯には リポイ ド顆粒が微細化 し減少していた.こ の

群では好酸球減少率は著明となり,麻 酔時間は短縮

した.

インシュリン及び5%葡 萄糖注射群で も同様に好

酸球減少率は著しく増大 し,副 腎重量も増加し,麻

酔時間は極度に短縮 し,臨 床的にも副腎機能亢進状

態 と一致する.し かるに組織化学的には,移 行層が

なお出現しており,束 状帯には微細顆粒がかなり存

在する.こ れは一見機能低下像のようにみられるが,

 Cannonは 球状帯が異常に増殖 しているため,そ の

結果として移行層が出て くるのだという.元 来,移

行層は予備層であつて皮質機能が亢進 したときに,

ここか ら細胞が動員 されるともいつている19).要 す

るに球状帯が著明に増殖する結果,か かる準備層の

過剰を惹起したか,ま たは抵抗期に達して一旦機能

亢進状態が停止 したために,移 行層があらわれたの

か も知れない.

Cannonは インシュリン投与により惹起される低

血糖が,ア ドレナリンの分泌を刺激 し,そ の結果と

して副腎に変化がおこるといつているが,下 垂体別

出鳩においてもインシュリン投与により副腎を肥大

せ しめることが認められており,イ ンシュリンには

下垂体を介しない副 腎皮質 に対 する直接作用があ

る.

男性ホルモンの副腎皮質に及ぼす作用は,一 般に

機能抑制的 作用 といわれている30).私 の実験でも

androgen注 射群では好酸球減少率は減少し副腎重

量 も明 らかに減少した.か かる男性ホルモンの作用

は,下 垂体前葉のACTHの 分泌機能を抑制するも

ので,下 垂体を介する二次的な作用と考え られてい

る.組 織化学的には,移 行層が認められたが,こ れ

は副腎皮質機能減退の一つのあらわれと解される.

一般にTestoidは 副腎皮質のChoreeterolの 減少を

きたし, Sudan顆 粒の 消失 を きたす特異作用があ

るが,こ れは副腎皮質機能亢進時の状態 とは違 う.

大樋20)はTestoidに よ る リボイ ドの減少は下垂体

別出白鼠 に おいても認めており,直 接Teatoidが

皮質細胞に働いて,リ ポイ ド顆粒の減少,消 失をき

たす ものと考えている.こ れは,と くに束状帯,網

状帯において著明であり,球 状帯はほとんど変化を

示 していない.卵 胞ホルモンの副腎皮質に及ぼす作

用は,一 般に機能亢進的作用といわれている30).私

の実験で, estrogen注 射群で は,好 酸球減少率は

増大 し,副 腎重量は著しく増加 した.こ れは下垂体

ACTHの 分泌を亢進せ しめて,二 次的に副腎皮質

機能が亢進せしめるのである.

以上の各家兎群において,好 酸球減少率は副腎皮

質機能をよ く反映 しており.そ れ らの結果は副腎重
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量及び組織化学像ともよ く一致 した.す なわち臨床

的及び組織化学的に,副 腎皮質機能の亢進または減

退状態をとらえることができ,前 者では麻酔時間が

短縮し,後 者では延長するというきわめて明 らかな

結果をうることができた.

第5章　 結 論

1) 副腎皮 質機能不全群としてScherosonの 連

続注射後中止群, 1側 副腎剔出群,両 側の副腎剔出

群の3群 につ いて検討 したが,い ずれもThorn-

testの 好酸球減 少率 は小 となり,麻 酔時間は延長

し,組 織化学像,副 腎重量の点からも機能減退を示

した,と くに両側副腎剔出群では顕著であつた.

2) 副腎皮質機 能亢進及び庇護群としてACTH

連続注射群,イ ンシュリンと5%葡 萄糖注射群の2

群 について検討 したが,い ずれ もThorn-testの 好

酸球減 少率は大 とな り,麻 酔時間は短縮 した.組 織

化学像,副 腎重量の点 か らも機能亢進を示 した.と

くにインシ ュリン葡萄糖注射群では顕著 であつた.

3) 性 ホルモ ン注 射群 としてandrogen注 射 群,

 estrogen注 射 群 に つ い て検討 したが, Thom-test

の 好 酸 球 減 少率 はandrogertは 小, esttngenで は

大 とな'り,麻 酔時 間は前者では延長 し,後 者では短

縮 した.組 織化学像,副 腎重量は前者で は機能減退6

後者で は機能亢進を示 した.

稿 を終るに臨み終始御懇篤 な御指 導ならび に御校

閲を賜わつた恩 師陣内教授 に深甚な樹 意 を捧げ ます,
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The Influence of the Function of Adrenal Cortex upon the

Duration of intravenous Anesthesia

Part 3. The relationship between Thorn-test value and anesthetic

duration in rabbits with abnormal adrenal cortex.
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1) As for groups of disfunctional adrenal cortex, three groups were studied i.e. inter
rupted group, unilateral exstirpation group and bilateral exstirpation group, after SCHERO
SON's continuing injection. In each case, the decreasing ratio of eosinophile leukocytes by 
Thorn-test became small, the duration of anesthesia prolonged and in respect to histochemical 
figures or weight of adrenalin, it showed hypofunction. Especially it was marked in the 

group of bilateral exstirpation.
2) As for the hyperfunction of adrenal cortex and protecting group two groups, 

continuing injection of ACTH and Insulin with 5% dextrose, were studied. In each case 

the decreasing ratio of eosinophile leukocytes by Thorn-test became larger and the duration 
of anesthesia reduced. In raspect to histochemical figures and weight of adrenalin, it showed 

hyperfunction. Especially, it was marked in the case of injecting with Insulindextrose.
3) As for the sexual hormone injection group, Androgen and Estrogen injection groups 

were studied. The decreasing ratio of eosinophile leukocytes by Thorn-test was small when 
Androgen was used and was large when Estrogen was used. The duration of anesthesia was 

prolonged in the former and was shortened in the latter. The histochemical figures and the 
weight of adrenalin showed hypofunction in the former and hyperfunction in the latter.


